
野蒜北部丘陵地区 復興事業の概要

１．野蒜地域の復興方針

（多重防御のイメージ）

（復興方針図）
野蒜北部丘陵地区は、東北地方太平洋

沖地震による被災地区の移転先として、

「 東松 島市 復興 まちづ くり 計画 」

（H23.12）に基づき、安全性を確保と居

住地等の集約化を図り、居住環境に優れ

た市街地を整備します。

また、津波により甚大な被害が発生し

たＪＲ仙石線も、本事業に併せて安全な

丘陵地へ移設されます。
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２．野蒜北部丘陵地区における復興事業の執行体制

３-１．事業の概要（被災市街地復興土地区画整理事業）

(1)目 的 東北地方太平洋沖地震による被災地区の移転先として、住宅用地や公益

施設用地を整備し、安全で快適な市街地の形成を図ります。

(2)施行者 東松島市（公共団体施行） [UR 都市機構に事業委託]

(3)施行地区 宮城県東松島市野蒜、大塚  地区面積： 約 ９１．５ha

(4)設計の概要 ・計画人口： 約１，３７０人

・計画戸数：   ４４８戸 ［防災集団移転：２７８戸、災害公営住宅：１７０戸］

・土地利用計画（面積）

用地区分 地積（ｈａ） 構成比率（％）

公
共
用
地

道路

公園・緑地

広場

水路

１４．８

５１．４

０．２

０．１

１６．２

５６．２

０．２

０．１

計 ６６．５ ７２．７

宅

地

宅地

保留地

５．０

２０．０

５．５

２１．８

計 ２５．０ ２７．３

合  計 ９１．５ １００．０

・減 歩 率： 約 ９４．２％ （公共減歩：７１．０％、保留地減歩：２３．２％）

(5)事業期間 平成２４年９月～平成２９年３月（清算期間除く）

(6)総事業費 約 ４２２億円

東松島市

ＵＲ都市機構

東松島市野蒜北部丘陵地区震災復興事業

大成・フジタ・佐藤・国際開発・エイト日技共同企業体（大成ＪＶ）

① 被災市街地復興土地区画整理事業

（事業委託） ② 下水道事業

③ 津波復興拠点整備事業（の一部）

（契約）ＣＭ業務

施工会社Ａ 施工会社Ｂ 設計会社 測量会社等

コンサルタント会社等
計画、換地設計、確定測量等

マネジメント業務

・・・
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３-３．野蒜北部丘陵地区のまちづくりの特徴

(1)住民参加による計画作成

被災された移転者により構成される野蒜地区復興協議会（現 野蒜地区振興協議会）におい

て、土地利用計画や公共施設整備の内容について話し合いを重ね、可能な範囲で意見を取り込

み計画作成を行いました。

(2)特別名勝『松島』を考慮した景観形成

文化財保護法第 109 条に基づく特別名勝「松島」に指定されていることから、四大観の一つ

である大高森からの眺望等に配慮し、地区南側の斜面林を緑地として現況保存しています。

また、公共施設整備等にあたっては、特別名勝松島保存管理計画に基づく指導を踏まえ、色

彩や植生等に配慮しています。

(3)幹線道路沿いの無電柱化

・景観等配慮のため、地中化に比べ費用やスケジュール面で有利な裏配線により、幹線道路沿

いの一部において無電柱化を行っています。

・住宅街区内や、裏配電ができない箇所において建柱する場合は、宅内建柱としています。

・なお、特別名勝松島保存管理計画に基づく指導により、電柱の色彩は濃茶系色としています。

※ 実際とは異なることがあります。（完成イメージ模型）
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(4)南斜面となる造成計画

住宅への日照を考慮し、移転者（協議会）の意向を踏まえ、戸建住宅地の造成計画は南下が

りの雛壇となる計画としています。

なお、地区の造成計画は、ＪＲ仙石線の高台移設に伴う縦断勾配、地区外既存道路からの取

り付け道路の縦断勾配、給水施設の条件などを考慮し計画しています。

(5)歩行者動線ネットワークの形成

４．事業の概要（下水道事業）

(1) 施行者 東松島市 [ＵＲ都市機構に地区関連事業を委託]

(2) 事業概要 雨水事業：管渠施工 約 3,400ｍ、人孔 約 110 箇所

     排水施設（調整池１箇所、排水路）

汚水事業：管渠施工 約 8,800ｍ、人孔 約 210 箇所

     排水施設（マンホールポンプ１箇所）

(3) 事業期間 旧鳴瀬町において平成 5年 2月から事業着手

うち、野蒜北部丘陵地区について、

事業委託期間：平成 26 年 7月から平成 28 年 12 月まで

(4) 総事業費 東松島市流域関連公共下水道のうち、

事業委託費 ：約 31億円

住宅地内に、公園や緑地をつなぐ歩行者専用道路を配置し、歩行者動

線のネットワークを形成することで、生活動線や住民同士の交流の場を

形成します。
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５-１．東松島市における津波復興拠点整備事業

東松島市では、東日本大震災の津波により被災した地域において復興の拠点となる市街地を

緊急に整備するため、「津波防災地域づくりに関する法律（平成 23 年法律第 123 号）」に基づき

『一団地の津波防災拠点市街地形成施設』として都市計画決定を行い、一団地の都市施設とし

て都市計画事業の認可を受けて整備を行っています。

東矢本駅北地区（5.7ha）と野蒜北部丘陵地区（3.3ha）の２地区について、計画決定を行い

事業認可を受け、整備を進めています。

５-２．一団地の津波防災拠点市街地形成施設の概要

地区名 東矢本駅北地区 野蒜北部丘陵地区

整備方針 ・安全・安心な市民防災機能の形成

・災害対応力を備えた行政サービス機

能の形成

・絆による防災機能強化のための笑顔

と賑わいが溢れる交流拠点の形成

・防災機能・観光交流機能を併せ持つ野蒜

地域の復興を先導する複合拠点の形成

・集団移転による新たな市街地形成を先

導するコミュニティ拠点の形成

・駅南側既存市街地からの避難導線の確保

位 置 東松島市小松字下浮足、中浮足の各一部 東松島市野蒜字後沢、北余景の各一部

面 積 5.7ha 3.3ha

公益的施設 市民センター、体育館、子育て支援施

設等 約 2.5ha

地域交流センター等 約 0.9ha

公共施設 幹線道路 W＝18ｍ、L≒123ｍ

防災広場 約 2.2ha

管理用道路 約 0.2ha

調整池 約 0.1ha、水路 約 0.1ha

その他（上水道、下水道）

補助幹線道路 W＝9.25ｍ、L≒145ｍ

広場 約 0.6ha

緑地 約 1.4ha

その他（上水道、下水道）

都市計画決定 平成 26 年 11 月 7 日決定
平成 26 年 11 月 7 日決定

平成 28 年 2 月 26 日変更決定
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５-３．事業の概要（津波復興拠点整備事業）

(1) 施行者 東松島市 [ＵＲ都市機構に事業の一部を委託]

(2) 都市計画事業名称 野蒜北部丘陵地区一団地の津波防災拠点市街地形成施設

(3) 事業期間 平成 27年 1月 23 日から平成 29 年 3月 31 日まで

(4) 総事業費 約 29億円

【施設整備イメージ図】

地域交流センター

観光物産センター

野蒜駅

ＪＲ仙石線

野蒜駅

事業地区

駐車場

駐車場

交通広場

地域交流広場

野蒜駅前線

（別途事業）

南北自由通路

階段・ＥＶ室

0 50 100（ｍ）

Ｂ’

Ｂ

約 12ｍ

野蒜北部丘陵地区

被災市街地復興土地区画整理事業

（施行中）

旧野蒜駅
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６．主な経緯

平成23年3月11日 東北地方太平洋沖地震

平成23年6月 「東松島市震災復興基本方針」策定

平成23年11月 都市計画決定（被災市街地復興推進地域）

集団移転説明会(第1回)

平成23年12月 「東松島市復興まちづくり計画」策定

平成24年2月 覚書締結（復興まちづくりの推進）【東松島市‐UR都市機構】

平成24年3月 協力協定の締結（復興事業の推進）【東松島市‐UR都市機構】

平成24年4月 覚書、確認書締結（仙石線の復旧）【東松島市‐JR東日本】

平成24年5月 復興整備計画公表

都市計画決定（事業区域、復興推進地域の拡大指定）

平成24年6月 津波防災区域指定(建築基準法第39条)

平成24年8月 都市計画道路の決定（野蒜1号線、2号線、駅前広場[2]）

平成24年9月27日 被災市街地復興土地区画整理事業の決定

平成24年10月 土地区画整理事業の業務委託契約締結【東松島市‐UR都市機構】

東松島市復興まちづくり整備事業の着手式

平成24年11月 工事着手(安全祈願祭11/21、地元説明11/25等)

平成24年11月 野蒜地区復興協議会（現 野蒜北部丘陵振興協議会）設立

平成25年2月 ＪＲ仙石線移設認可

平成25年9月 都市計画変更決定（事業区域、野蒜1号線、野蒜駅前広場）

「東松島市防災備蓄計画」改定

平成25年12月18日 被災市街地復興土地区画整理事業の変更決定

平成26年1月 ベルトコンベヤによる土砂搬出開始（平成26年10月に搬出完了）

平成26年2月 「東松島市地域防災計画」改定

平成26年3月 下水道事業変更認可

「津波防災地域づくりを総合的に推進するための計画」策定

平成26年6月 ＪＲ仙石線用地の造成完了、引渡し

平成26年7月 下水道事業の業務委託契約締結【東松島市‐UR都市機構】

平成26年11月7日 復興整備計画公表、都市計画決定（一団地の津波防災拠点市街地形成施設）

平成27年1月23日 都市計画事業認可（一団地の津波防災拠点市街地形成施設）

平成27年2月23日、
7月22日、9月24日

野蒜北部丘陵地区津波復興拠点整備事業（一部）の業務委託契約
締結【東松島市‐UR都市機構】

平成27年5月14日 被災市街地復興土地区画整理事業の変更決定

平成27年5月30日 ＪＲ仙石線再開（一部道路供用開始 5/29）

平成27年9月28日 野蒜北部丘陵地区災害公営住宅建設要請（機構法14条要請）

平成28年2月26日 都市計画変更決定（一団地の津波防災拠点市街地形成施設）

平成28年3月25日 都市計画事業変更認可（一団地の津波防災拠点市街地形成施設）

平成28年5月19日 被災市街地復興土地区画整理事業の変更決定

平成28年5月28日 防災集団移転用地（87区画）完成、引渡し

※ 赤字：土地区画整理事業関係、緑色：下水道事業関係、青色：津波復興拠点整備事業関係
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７．進捗状況

○野蒜駅周辺整備状況

○野蒜１号橋梁整備状況

H28.8 撮影

H28.8 撮影

H28.8 撮影
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○津波復興拠点（野蒜駅南側、南北連絡通路）の整備状況

東松島市キャラクター

『イート＆イ～ナ』

野蒜ケ丘

H28.8 撮影

H28.8 撮影

H28.8 撮影

H28.8 撮影

○東名駅周辺整備状況
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